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角
川
ダ
ム
は
洪
水
調
節
用
の
ダ
ム
と

し
て
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
四
十
八
億

二
千
万
円
の
巨
費
を
か
け
て
、
工
事
が

進
め
ら
れ
て
来
ま
し
た
が
、
現
在
殆
ん

ど
の
工
事
が
完
成
し
今
秋
に
は
た
ん
水

を
開
始
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

角
川
は
延
長
が
十
五

・
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
比
較
的
小
さ
い
河
川
で
す
が
、
河

床
勾
配
が
強
く
、
ま
た
魚
津
市
街
地
を

貫
流
し
て
い
る
た
め
、
大
雨
の
た
び
に

は
ん
ら
ん
を
起
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

ダ
ム
に
よ
っ
て
洪
水
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
わ
け
で
す
が
、
洪
水
調
節
の
方
法

は
、
一
五
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
容
積

を
も
っ
貯
水
池
で
ダ
ム
上
流
か
ら
流
入

す
る
毎
秒
一
八

O
立
方
メ
ー
ト
ル
の
計

画
高
水
流
量
に
対
し
、
一

O
五
立
方
メ

ー
ト
ル
を
ダ
ム
で
カ
ッ
ト
し
、
残
り
を

放
流
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

ダ
ム
の
構
造
は
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
と
い
っ

て
、
岩
石
を
積
み
上
げ
た
も
の
で
、
ダ

ム
の
長
さ
は
一
八

0
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

は
五
八

・
五
メ
ー
ト
ル
で
す
。
ま
た
左

岸
側
に
長
さ
一
八
一
メ
ー
ト
ル
の
洪
水

吐
水
路
が
設
け
ら
れ
安
全
に
放
流
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ダ
ム
管
理
事
務
所
で
は
、
最
新
の
技

術
を
導
入
し
て
気
象
観
測
や
洪
水
予
測

等
を
自
主
的
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
た
、
角
川
沿
線
の
皆
さ
ん
に
洪
水

警
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、

ダ
ム
下
流
に
九
ケ
所
の
警
報
局
を
設
け

て
、
サ
イ
レ
ン
又
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
放

送
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施

...今秋にたん水を始める予定の角川ダム

準
備
期
間
九
月
一
日

i
二
十
日

実
施
期
間
九
月
二
十
一
日

i
三
十
日

①
あ
な
た
の
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
落
し
て

歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者
特
に
、

子
供
と
老
人
の
安
全
を
守
ろ
う
/

②
事
業
場
等
は
、
運
転
者
に
、
安
全
運

転
を
促
進
さ
せ
、
安
全
管
理
を
心
が

け
よ
う
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
こ
の

二
つ
の
目
標
に
よ
っ
て
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
街
頭
指
導
や
取
締
り
も
強
力

に
行
な
わ
れ
ま
す
。

老
人
・

子
供
の
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
市
民
の
一
人
一
人
が
正
し
い
交

通
ル

l
ル
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

。
老
人
や
子
供
を
見
た
ら
、
特
に
、
安

全
運
転
を
最
優
先
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
自
転
車
利
用
者
自
身

も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

夜
間
は
、
灯
火
を
必
ず
つ
け
ま
し
ょ

、っ。
。
秋
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
車
で
の

外
出
も
多
く
な
り
ま
す
。
行
楽
に
酒

類
が
付
き
も
の
で
す
が
、
酒
を
飲
ん

だ
ら
ハ
ン
ド
ル
は
握
ら
な
い
ノ

。
制
限
速
度
を
守
り
無
謀
な
ス
ピ
ー
ド

は
決
し
て
出
さ
な
い
。
安
全
運
転
を

自
分
で
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

期
間
中
は
、
多
数
の
市
民
の
参
加
協

力
を
得
て
街
頭
監
視
を
強
化
し
、
歩
行

者
の
安
全
を
守
り
、
無
謀
運
転
を
防
止

す
る
よ
う
運
転
者
に
対
す
る
指
導
が
強

化
さ
れ
ま
す
。

住
宅
統
計
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す

(2) 

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
約
五

O
O
万

の
住
宅
、
世
帯
を
対
象
と
し
た
「
住
宅

の
国
勢
調
査
」
と
も
い
わ
れ
る
大
規
模

な
調
査
で
す
。

そ
の
結
果
は
、
園
、
都
道
府
県
や
市

な
ど
が
立
案
、
実
施
す
る
住
宅
建
設
計

画
、
都
市
計
画
、
環
境
整
備
計
画
な
ど

の
基
磯
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
お
宅
に
は
九
月

二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
間
に
、

調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
に

あ
が
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

こ
の
調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
統

計
を
作
る
た
め
だ
け
に
使
い
、
そ
の
ほ

か
の
目
的
に
使
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
安
心
し
て
正
確
な
申
告
を
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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第
三
十
一
回
県
民
体
育
大
会

砂
総
合
一
部
で
五
位
。

第
三
十
一
回
県
民
体
育
大
会
は
、
八

月
五
日
1
七
日
ま
で
、
富
山
市
、
高
岡

市
を
中
心
に
聞
か
れ
、
当
市
か
ら
も
多

数
の
選
手
が
参
加
し
、
総
合
一
部
で
、

五
位
の
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

V
優
勝

・
サ
ッ
カ
ー
(
一
般
男
子
)
魚
津
ク
ラ
ブ

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
一
般
女
子
)

魚
津
ク
ラ
ブ

・
小
森
幸
哉
(
陸
上
川

m
H
)
教
員
男
子

・
片
田
弘
(
水
泳
自
由
形
)

三
十
歳
以
上
男
子

・
小
竹
典
義
(
卓
球
)
一
般
男
子

・
大
江
幹
夫
(
馬
術
)
一
般
男
子

.
八
倉
巻
外
光
(
重
量
上
回
匂
)一
般
男
子

V
次
勝

・
関
口
英
樹
(
陸
上
棒
高
跳
び
)中
学
男
子

・
三
日
市
寛
司
(
陸
上
円
盤
投
)教
員
男
子

幸氏 竹
谷田
実賢
功成治

車陸陸
球ー上上
干5000三 1500
九と十と
歳歳
以以
下上
男男
子子

-
金
盛

フ
ォ

l
テ
ィ
の
部
男
子

・
野
崎
努
(
空
手
)
一
般
男
子

・
水
泳

m
mメ
ド
レ
リ
レ
!
一
般
男
子

(
片
田
・
油
本
・
河
浦
・
石
崎
・
海
原
・
川
口
)

.
サ
ッ
カ
ー
(
中
学
男
子
)
西
中

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(
中
学
男
子
)魚
津
選
抜

・
車
球
(
中
学
女
子
)
魚
津
選
抜

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
一
般
男
子
)

魚
津
ク
ラ
ブ

V
三
位

・
大
崎
・
四
十
内
組
(
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
)

成
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス

・
川
本
・

宮
坂
組
(
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
)

成
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス

・
盛
永

(
ラ
イ
フ
ル
)
一
般
男
子

・
猟
場
政
志
(
レ
ス
リ
ン
グ
)
一
般
男
子

・
住
田
賢
治
(
水
泳

m
m平
泳
ぎ
)

成
年
男
子

・
雛
形
幸
男
(
水
泳

m
m背
泳
ぎ
)

成
年
男
子

・
三
由
和
夫
(
水
泳
印
m
背
泳
ぎ
)

三
十
歳
以
上
男
子

・

m
mリ
レ
l
(水
泳
成
年
男
子
)

・
制
m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
l
(
水
泳
中
学
男
子
)

・
古
川
紀
雄
(
空
手
)
一
般
男
子

・
加
藤

孝
(
車
球
)
サ
l
テ
ィ
男
子

.
三
日
市
寛
司
(
陸
上
砲
丸
投
)教
員
男
子

-
袋
井

修
(
陸
上

mm)

三
十
九
歳
以
下
男
子

・
軟
式
庭
球
一
般
女
子
、
団
体

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
中
学
女
子
)
西
中

.
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
中
学
男
子
)
西
中

・
卓
球
(
中
学
男
子
)
魚
津
選
抜

市
民
総
参
加
/
・
第
三
国

魚
津
市
走
ろ
う
か
い
大
会

全
国
的
に
プ
1
ム
を
呼
ん
で
い
る
健

康
マ
ラ
ソ
ン
。
当
市
で
も
、
第
三
回
市

走
ろ
う
か
い
大
会
を
、
次
の
と
お
り
聞

き
ま
す
か
ら
、
脚
力
に
自
信
の
あ
る
方

は
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
十
月
十
日
午
前
九
時
か
ら
受

付
十
時
ス
タ
ー
ト

マ
コ

l
ス

①

コ

l
ス

(四
キ
ロ
)

体
育
館
か
ら
石
垣
新
折
り
返
え
し

⑤
コ
ー
ス

(十
キ
ロ
)

体
育
館
か
ら
石
垣
平
口
折
り
返
え

し。

マ
参
加
資
格
年
齢
・
男
女
を
間
わ
ず

だ
れ
で
も
参
加
出
来
ま
す
が
、
①
コ

ー
ス
四
十
分
以
内
、
⑤
コ

l
ス
は
二

時
間
以
内
で
走
れ
る
健
康
な
方
に
限

り
ま
す
。

マ
参
加
料

五
十
円
(
ス
ポ
ー
ツ
傷
害

保
険
料
)

マ
参
加
申
込
み
と
締
切
り

十
月
四
日
ま
で
に
市
総
合
体
育
館
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
表
彰
完
走
者
全
員
に
完
走
賞
を
贈

り
ま
す
。

マ
そ
の
他
健
康
管
理
、
健
康
診
断
は

各
自
で
行
い
、
当
日
万
一
事
故
な
ど

あ
っ
て
も
主
催
者
は
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
か
ら
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

第
二
回
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

の
開
催
日
程
の
変
更
に
つ
い
て

先
月
号
に
記
載
し
た
日
程
を
、
次
の

よ
う
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

マ
日
時
九
月
十
四
日

・
二
十
一
日

・

二
十
八
日
・
十
月
五
日

・
十
二

日
・
十
九
日
・
二
十
六
日

(毎

週
木
曜
日
)

午
前
十
時
j
十
二
時
ま
で

市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
開
催
迫
る

マ
日
時
九
月
二
十
四
日
日

マ
会
場
市
営
野
球
場

マ
参
加
料
二
、五

O
O円

マ
参
加
資
格
。
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

登
録
チ

l
ム
に
限
る
。

。
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
加
入

チ
l
ム

マ
申
込
締
め
切
り
九
月
十
五
日
幽

マ
申
込
先
魚
津
市
双
葉
町

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事

務
局
稲
盛
嘉
男
方

総
合
体
育
館

マ
代
表
者
会
議
九
月
十
五
日
幽

六
時
か
ら
総
合
体
育
館
で

抽
選
、
代
表
者
会
議
を
聞

き
ま
す
。

卓
球
教
室
受
講
生
募
集
グ

十
月
七
日
・
十
四
日
・
二
十

一日

・
二
十
八
日

・
十
一
月

十
一
日
・
十
八
日
・
二
十
五

日
・
午
後
七
時
i
九
時

マ
対
象
者
青
年
・
婦
人
・
成
年
・

壮
年

マ
会
場
総
合
体
育
館

マ
申
し
込
み
市
教
委
体
育
課
ま
た
は

総
合
体
育
館
ま
で

マ
申
し
込
締
切
り
十
月
五
日
肘
ま
で

マ
日
時

九
月
の
総
合
体
育
館

利
用
日
程

九
月
二
目
的

総
合
庁
舎
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
(
午
後
大
体
)

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

(
一
日
大
体
育
室
)

K
N
B
杯
、
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
新
川
地
区
予

選
会
(
一
日
大
体
育
室
)

青
年
会
議
所
運
動
会

(
一
日
大
体
育
室
)

十
日
制

十
七
日
側

二
十
三
日
出

十
月
の
歩
こ
う
会

十
月
の
歩
こ
う
会
は
、
二
十
二
日
、

黒
部
市
田
籾
、
鋲
岳
方
面
へ
行
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
八
時
四
十
二
分
発
に
乗
車

桜
井
駅
下
車
、
パ
ス
に
乗
り
か
え
、
回

線
で
下
車
し
|
鋲
岳
|
下
立
ま
で
歩
き

帰
り
は
電
車
を
利
用
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
八
時
三
十
分
ま
で

電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

中
食
を
持
参
の
こ
と
。

(3) 
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女
医
療
費
の
節
約
を
考
え
ま
し
ょ
う
グ

ふ
え
つ
づ
け
る
医
療
費
を
ち
ょ
っ
と

の
注
意
と
工
夫
で
、
ム
ダ
に
使
わ
な
い

よ
う
一
人
一

人
が
心
が
け
よ
う
。

マ
時
間
外

・
深
夜

・
休
日
受
診
を
さ
け

て
、
歩
け
る
状
態
は
通
院
し
よ
う
。

や
む
を
え
な
い
場
合
を
の
ぞ
き
、
受

診
や
往
診
は
時
間
内
に
す
ま
す
よ
う
に

し
、
時
間
外
(
そ
の
病
院
等
で
き
め
た

診
療
時
間
外
の
時
間
)
深
夜
(
夜
十
時

か
ら
翌
朝
六
時
ま
で
)
休
日
等
に
受
診

す
る
と
、
診
療
費

・
初
診
料
以
外
に
次

の
割
増
し
料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

0
受
診
の
場
合

1
時
間
外
六

O
O円
、

深
夜
三
、
六

O
O円
1

休
日
一
、
八

O

O
円
O
往
診
の
場
合

1
二
キ
ロ
ま
で
一
、
五

0
0円
二
キ
ロ
増
す
毎
に
七

O
O円

増
、
時
間
外
は
二
倍
に
、
深
夜
は
三
倍
に

マ
お
医
者
さ
ん
を
信
じ
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
症
状
の
回
腹
が
は
か
ば
か

し
く
な
い
と
い
っ
て
、
す
ぐ
他
の
お
医

者
さ
ん
に
移
る
人
が
い
ま
す
。
あ
る
い

は
同
じ
病
気
で
二
人
も
三
人
も
の
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
と
い
う
よ
う
な
人
も

い
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
は
医
療
費
の

ま
っ
た
く
無
駄
づ
か
い
で
す
。

お
医
者
さ
ん
を
か
え
る
ご
と
に
、
同

じ
よ
う
な
診
療
、
検
査
、
処
置
、
投
薬

を
う
け
る
わ
け
で
、
そ
の
た
び
に
医
療

費
は
二
倍
三
倍
と
ふ
え
て
い
き
ま
す
。

一
度
お
医
者
さ
ん
を
き
め
た
か
ら
に

は
、
そ
の
人
を
信
用
し
一
切
を
ま
か
せ
ん
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

き
る
く
ら
い
で
な
い
と
、
良
い
人
間

関

た

だ

、
こ
の
場
合
医
療
費
は
、
本
来

係
と
そ
れ
に
よ
る
治
療
の
効
果
は
あ
が
加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
を
、
国
保

り
ま
せ
ん
。

が
一
時
立
て
替
え
て
支
払
っ
て
い
る
わ

*
第
三
者
か
ら
傷
害
を
‘
つ
け
た
ら
か
な

け
で
、
あ
と
で
国
保
は
加
害
者
に
立
て

ら
ず
国
保
係
へ
連
絡
を
グ

替
え
分
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
の
よ
う
に
第
三
者
か
と
こ
ろ
が
、
加
害
者
と
被
害
者
と
話

ら
傷
害
を
う
け
た
場
合
、
そ
の
医
療
費
し
合
い
が
つ
い
て
示
談
を
結
ん
で
し
ま

は
、
す
べ
て
加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
う
と
、そ
の
示
談
書
の
内
容
が
優
先
し
、

の

で

す

。

国

保

が

加

害
者
に
立
替
え
分
を
請
求
で

と
こ
ろ
が
現
実
に
は
、
加
害
者
と
話
き
な
く
な
る
よ
う
な
場
合
が
生
じ
ま
す
。

し
合
い
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
加
害
者
で
す
か
ら
、
交
通
事
故
な
ど
の
よ
う
に

に
金
の
持
ち
合
わ
せ
の
な
い
場
合
が
多
第
三
者
か
ら
傷
害
を
う
け
た
場
合
ら
は
、

い
わ
け
で
、
そ
う
い
う
場
合
、
国
保
を
示
談
を
結
ぶ
前
に
必
ず
国
保
係
へ
届
出

使
っ
て
治
療
を
、
つ
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
て
く
だ
さ
い
。

・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ

』
司
勤
労
膏
少
年
ホ
l
ム
の
手
話
サ
ー
ク
ル
か
ら

魚
津
市
民
手
話
教
室

の
開
催
に
つ
い
て

市
民
の
皆
様
に
、
手
話
に
対
す
る
認

識
を
広
め
、
少
し
で
も
聴
覚
障
害
者
と

交
流
の
場
を
も
て
る
よ
う
に
、
市
民
手

話
教
室
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

す。マ
期
間
十
月
四
日

i
十
一
月
八
日

毎
週
水
曜
日

マ
時
間
午
後
六
時
半
i
八
時

マ
合
場
市
民
会
館
(
予
定
)

マ
定
員
約
五
十
名

マ
受
講
料
無
料

マ
指
導
者

手

話

サ
ー
ク
ル
か
た
ん
ぽ

ま。

申
し
込
み
は
、
市
役
所
社
会
福
祉
課

福
祉
係
(
幻
l
2
2
0
0
内
線
2
2
0
)

ま
で

在
宅
重
度
身
体
障
害
者
(
児
)

の
実
態
調
査
に
つ
い
て

こ
の
調
査
は
、
在
宅
の
重
度
身
体
障

害
者
(
児
)
の
実
態
を
調
査
し
、
福
祉
行

政
の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
、
県
内

に
住
所
を
有
す
る
一
級
及
び
二
級
の
身

障
手
帳
を
所
持
す
る
者
を
対
象
と
し
て

お
り
ま
す
。

調
査
は
、
九
月
一
日
現
在
と
し
、
九

月
十
五
日
ま
で
に
民
生
委
員
等
が
そ
れ

ぞ
れ
当
該
世
帯
を
訪
問
し
調
査
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
関
係
者

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

魚
津
市
美
術
文
化
協
議
会

(
略
称
、
市
美
協
)
が
発
足
/

魚
津
市
の
美
術
文
化
の
振
興
育
成
、

普
及

・
向
上
を
目
的
と
し
、
か
つ
各
美

術
部
門
の
親
睦
と
体
験
の
交
流
を
は
か

り
、
魚
津
市
の
美
術
文
化
活
動
を
推
進

さ
せ
よ
う
と
六
月
二
十
一
日
発
起
人
が

集
ま
り
準
備
会
を
聞
き
、
会
則
等
に
つ

い
て
審
議
し
、
そ
の
後
も
準
備
が
す
す

め
ら
れ
、
八
月
十
一
日
市
民
会
館
に

お
い
て
設
立
総
会
を
開
催
し
て
市
美
協

の
発
足
を
み
る
こ
と
と
な
り
、
役
員
は

次
の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

会

長

中

村

松

之

助

副
会
長
野
島
福
三
郎

H

高
見
清
一

理

事

大

久

保

隆

文

H

岸

晃
広

田

揚

二

宮

坂

正

宮

島

清

富
山

省
三

寺

崎

明

平
崎
与
一

黒

田

辰

雄

桜

坂

昭

弘

定

野

実

辻

輝

敏

" " " " " " " " " " 

理

事

幹

事

経

沢

H

山
越

幹

事

加

藤

寛

監

事

中

島

久

夫

H

仲
俣
新
一

な
お
会
員
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
教
委
社
会
教
育
課
、
ま
た
は
役
員
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
九
月
十
八
日
文
化
講
演
会
…

一

於

市

民

会

館

入

場

料

無

料

一

幽
司
1
1

4
.
.
 
，

作
家

日

幽
司

ニ
ケ
ヨ
池

du--

-

一
a
F
L
企
画
・
司

三
浦
哲
郎
.

ζ
・
・
割
、
Ja
'
作

家

一

2
・
闇
吾
、re困
咽
m
J

一

一
4
・・
F
民
，L
・
司
吋

立

花

隆

一

h
a
e拶
作
家

一
し
@
断
島
監
司

半
村
良

一

来
る
九
月
十
八
日
午
後
六
時
か
ら

一

一
魚
津
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
で
、
文
芸
一

一
春
秋
社
と
魚
津
市
、
青
年
会
議
所
等

一

一
の
共
催
に
よ
る
。
文
化
講
演
会
が
あ

一

一
り
ま
す
。
講
師
は

一

作

家

の

三

浦

哲

郎

半

村

良

一

.

立

花

隆

一

一
の
い
ず
れ
も
現
代
を
代
表
す
る
気
鋭

一

一
の
作
家
で
す
。

一

一
お
誘
い
合
せ
の
上
御
来
聴
く
だ
さ
い
。一

(4) 
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国
民
年
金
(
拠
出
制
)
の

九
月
支
払
額
は
こ
う
な

っ
て
い
ま
す

拠
出
制
に
よ
る
国
民
年
金
の
老
齢
、

障
害
、
母
子
、
準
母
子
、
遺
児
、
か
婦

な
ど
の
年
金
額
は
、
七
月
分
か
ら
増
額

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
物
価

上
昇
に
よ
る
目
減
り
を
補
う
も
の
で
、

前
年
に
く
ら
べ
六

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
増
額
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
国
民
年
金
の
九
月
の
支
払

い
は
、
六
月
、
七
月
、
八
月
の
三
か
月

分
で
す
が
、
六
月
分
は
旧
年
金
額
で
、

七
月
と
八
月
分
は
新
年
金
額
で
支
払
わ

れ
ま
す
。
受
給
者
の
み
な
さ
ん
が
受
け

と
ら
れ
る
年
金
額
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

う
け
る
金
額
は
、

旧
年
金
額
×

1
一
ロ
プ
ラ
ス
新
年
金
額

×
1
一6

53年度

保険料第2期分

(7.8.9月分)の

納期は9月30日

です。

( ') 

固
囚
包
囲
固
因
固
因

質
問
に
答
え
て

問

私
の
夫
は
、
国
民
年
金
の
老
齢
年

金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
年
金
を
う
け
る
こ
と
な
く
、

亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ば
あ

い
、
寡
(
か
)
婦
年
金
が
う
け
ら
れ
る
と

き
き
ま
し
た
が
、
寡
婦
年
金
に
つ
い
て

お
し
え
て
く
だ
さ
い
。

答

寡
婦
年
金
は
、
国
民
年
金
の
老
齢

年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
た
夫

が
死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
妻
に
支
給
き

れ
る
年
金
で
す
。
こ
れ
は
死
亡
し
た
夫

が
、
長
い
間
保
険
料
を
お
さ
め
た
が
な

ん
の
年
金
も
う
け
て
い
な
い
ば
あ
い
に

支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
保
険
料
の
か
け

捨
て
防
止
の
意
味
と
、
妻
が
六
十
五
歳

に
な
っ
て
自
分
自
身
の
老
齢
年
金
を
も

ら
う
ま
で
の
つ
な
ぎ
の
よ
う
な
意
味
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

寡
婦
年
金
は
、
夫
が
死
亡
し
た
と
き

に
、
つ
ぎ
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
ば
あ
い
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

ω死
亡
し
た
夫
が
、
死
亡
し
た
月
の
前

月
ま
で
の
被
保
険
者
期
間
に
つ
い
て
、

死
亡
日
の
前
日
に
お
い
て
、
老
齢
年
金

の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
た
こ

と。ω夫
が
障
害
年
金
(
障
害
福
祉
年
金
を

の
ぞ
く
)
の
受
給
権
者
で
な
か
っ
た
こ

と。ω老
齢
年
金
の
支
給
を
う
け
て
い
な
か

っ
た
こ
と
。

ω夫
の
死
亡
当
時
、
夫
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
し
て
い
た
こ
と
。

山
間
夫
と
の
婚
姻
関
係
(
婚
姻
の
届
出
を

し
て
い
る
者
に
限
る
)
が
十
年
以
上
継

続
し
て
い
た
こ
と
。

ω妻
が
六
十
五
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

母
子
年
金
等
は
、
妻
自
身
の
保
険
料

拠
出
を
そ
の
支
給
要
件
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
寡
婦
年
金
の
ば
あ
い
は
、
死
亡

し
た
夫
が
拠
出
し
た
保
険
料
に
基
づ
い

て
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
妻
が
国
民
年

金
の
被
保
険
者
で
な
く
て
も
そ
の
支
給

は
う
け
ら
れ
ま
す
。

寡
婦
年
金
の
年
金
額
は
、
夫
の
老
齢

年
金
額
の
二
分
の
一
の
額
と
な
り
ま
す
。

寡
婦
年
金
の
支
給
は
、
夫
が
死
亡
し

た
月
の
翌
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
が
、

妻
が
六
十
歳
未
満
の
と
き
は
、
そ
の
支

給
は
、
六
十
歳
に
達
し
た
月
の
翌
月
か

ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

夫
の
死
亡
に
つ
い
て
、
労
働
基
準
法

の
規
定
に
よ
る
遺
族
補
償
な
ど
が
う
け

ら
れ
る
ば
あ
い
は
、
夫
の
死
亡
日
か
ら

六
年
間
寡
婦
年
金
の
支
給
は
停
止
さ
れ

ま
す
。
た
と
え
ば
、
妻
が
五
十
六
歳
の

と
き
に
、
夫
が
死
亡
し
、
労
働
基
準
法

の
規
定
に
よ
る
遺
族
補
償
を
う
け
る
こ

と
と
な
れ
ば
、
寡
婦
年
金
の
支
給
は
六

十
二
歳
か
ら
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。寡
婦
年
金
は
、
受
給
権
者
が
つ
ぎ
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
き
は
、
失
権

し
ま
す
。

ω六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き

ω死
亡
し
た
と
き

ω婚
姻
(
事
実
婚
を
ふ
く
む
)
し
た
と
き

削
直
系
血
族
又
は
直
系
姻
族
以
外
の
者

の
養
子
と
な
っ
た
と
き

寡
婦
年
金
の
受
給
権
者
が
、
六
十
五
歳

に
達
し
た
と
き
に
、
失
権
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
の
は
、
六
十
五
歳
に
達
す

れ
ば
妻
自
身
の
拠
出
し
た
保
険
料
に
基

づ
く
老
齢
年
金
を
、
つ
け
る
こ
と
が
で
さ

る
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
に
よ
る
も
の

で
す
。

国民年金特例納付
納め忘れた昔の国民年金かけ金

が、納められます。1か月4，000円

ご相談ください||こんな方は、

・国民年金に加入しなかった方

これまで国民年金に加入しなければならないの

に加入しなかった方は，この機会に加入し，かけ

金を納められます。

.かけ金を納め忘れていた方

国民年金に加入していたが，かけ金を納め忘れ

ていた方は，この機会に納め忘れのかけ金を納め

られます。

.60才をすぎた方も，かけられます

明治44年 4月 2日以後に生れ，すでに60歳をす

ぎている方でも， これまで国民年金に加入しなけ

ればならなかった人は，この機会に加入し，かけ

金をかけられます。

.将来の年金を大きくしておきたい方

将来うける年金をすこしでも多〈うけたい方てでで、納、

昭和3お6年 4月カか‘らどの年金にも加入しなカか‘つたり，

かけ金していなカか‘つた期間をもつている人は，こ

の機会にかけ金をかけ，将来うける年金を多くし

ておくことができます。

(注意)

国民年金に希望して加入された期間(任意加入期

間)は，この特典をうけることはできません。

(例 サラリーマンの奥さん，恩給受給者)

.無年金の方は，す ぐ手続 きを。

だれにでも，やがてやってくる老後に年金はぜ

ったい必要なものです。

将来年金をうけることのできない方は，この最

後のチャンスに年金をうけられるようにしてくだ

さい。

納められるのは，昭和田年 6月までです。分割

してかけ金を納める方は，早いほどかけやすくな

ります。

ご相談はお気軽に

国民年金のことについてわかりにくいこと

や， くわしいことは，市役所の国民年金係へ

お気軽におたずねください。

(5) 
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一
冊
の
本
か
ら
何
か
が
:
:
:
⑥

お
と
し
よ
り
と
本

明
治
・
大
正
・
昭
和
と
人
生
を
経
て

こ
ら
れ
た
お
と
し
よ
り
が
人
口
の
一
割

を
し
め
る
魚
津
市
で
は
、
「
老
人
の
た
め

の
明
る
い
ま
ち
作
り
」
事
業
に
力
を
入

れ
、
老
人
趣
味
の
家
や
老
人
福
祉
電
話

な
ど
、
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
人
間
」
そ
の
誕
生
か
ら
死
ま
で
を
い

ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
l
を
も
と
に
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
あ
り
ま
す
。

「
老
後
」
を
ど
の
よ
う
に
充
実
し
た
も

の
に
で
き
る
か
!
そ
れ
は
、
老
人
だ
け

の
問
題
で
な
く
、
四

O
代
、
五

O
代
の

人
た
ち
に
と
っ
て
も
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。

「
が
ん
ば
れ
中
年
」
「
お
さ
ま
り
遅
れ
中

年
気
質
」
「
新
中
高
年
時
代
」
「
定
年
」
な

ど
、
老
年
に
い
ま
し
ば
ら
く
と
い
う
人

に
お
す
す
め
し
ま
す
。

高
齢
者
教
育
が
生
涯
教
育
の
人
生
最

終
段
階
を
飾
る
輝
か
し
い
分
野
で
あ
る

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

「
老
年
期
の
生
き
が
い
」
「
老
後
へ
の
挑

戦
」
「
す
ば
ら
し
い
老
年
期
」
「
夫
と
妻
の

た
め
の
老
年
学
」
「
た
の
し
い
老
人
大
草

な
ど
、
社
会
参
加
へ
の
道
を
拓
き
、
生

き
が
い
の
指
針
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
「
新
時
代
の
老
人
産
業
」

「
七
十
歳
ま
で
の
性
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
。秋
は
結
婚
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま

す。「
仲
人
の
仕
方
」
「
名
ス
ピ
ー
チ
実
例
集

「
結
婚
ス
ピ
ー
チ
の
種
本
」
「
式
辞
あ
い

さ
つ
実
例
集
』
な
ど
参
考
に
し
て
、
よ

い
ス
ピ
ー
チ
で
人
生
の
門
出
を
祝
福
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

声
の
サ
ー
ビ
ス
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

貸
し
出
し
の
お
し
ら
せ

六
月
か
ら
、
満
六
十
五
歳
以
上
の
方

や
、
目
や
体
の
ご
不
自
由
な
方
に
、
手

軽
に
聞
い
て
た
の
し
め
る
「
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
」
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
民
謡
や
落
語
、
浪
曲
、
お
経

文
学
な
ど
楽
し
い
よ
い
カ
セ
ッ
ト
を
約

一
五

O
本
用
意
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
出
本
数
は

一
人
三
巻
期
間
二
週
間

以
内
で
す
。

借
り
出
し
申
込
は
図
書
館
へ
ど
う
ぞ

ご
希
望
の
方
に
は
、
テ
ー
プ
プ
レ
ヤ

ー
も
お
貸
し
し
ま
す
。

ま
た
、
郵
送
、
配
送
の
ご
希
望
に
も

応
じ
ま
す
か
ら
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ご
本
人
が
お
出
で
に
な
ら
な
く
て

も
お
家
の
方
や
お
世
話
し
て
く
だ
さ
る

方
々
で
も
結
構
で
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

借
り
出
し
は
一
人
三
冊
二
週
間
で
す

専
門
講
座
開
催
日
の
お
し
ら
せ

川
柳
講
座

O
期
日
③
九
月
十
六
日
出

④
九
月
ニ
士
百
幽

古
文
書
解
読
講
座

O
期
日
③
九
月
十
七
日
間

④
九
月
二
十
日
附

引
き
続
い
て
両
講
座
を
聞
き
ま
す
。

2 

ど
も
し
ゅ
う
か
い

，
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
。

9
月
の
お
し
ら
せ

4
日
(
月
)
ナ
ゾ
ナ
ゾ
・
ク
イ
グ

ア
タ
ッ
ク
ノ
ハ
テ
ナ
博
士

に
ち
ょ
う
せ
ん
だ
。

日
日
(
月
)
人
形
げ
き

う
さ
ぎ
と
き
つ
ね
の
ち
え
く

ら
べ
。
ど
う
な
る
か
ナ
・:
。

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
こ
ど
も
の

へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ス

防
虫
剤
の
入
れ
方

毛
織
、
絹
、
混
紡
の
も
の
を
し
ま
う

と
き
に
は
、
防
虫
剤
を
入
れ
ま
す
。

防
虫
剤
に
は
、
パ
ラ
ジ
ク
ロ
ー
ル
ベ

ン
ゾ
ー
ル
系
、
ナ
フ
タ
リ
ン
系
、
し
よ

う
の
う
系
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

使
う
と
き
の
注
意

一
引
出
し
に
、
必
ず
一
種

1
、

一
箱、

類
使
、
っ
。

2

密
閉
す
る

3

衣
類
に
直
接
触
れ
な
い
よ
う
、
布

や
和
紙
な
ど
で
包
む
か
、
袋
を
作
っ

て
入
れ
る
。

4

ガ
ス
は
上
か
ら
下
へ
ゆ
く
の
で
、

上
に
置
く
。

5

分
量
は
肯
広
一

着
に
パ
ラ
ジ
ク
ロ

ー
ル
ベ
ン
ゾ
ー
ル
の
も
の
な
ら
、
四

五
袋
、
ナ
フ
タ
リ
ン
、
し
よ
う
の
う

は
約
そ
の
二
倍
必
要
。

6

薬
が
ま
だ
あ
る
か
ど
う
か
、
時
々

た
し
か
め
る
。

7

金
糸
、
銀
糸
を
使
っ
た
衣
類
に
は

ナ
フ
タ
リ
ン
を
使
つ
て
は
い
け
な
い

黒
く
な
る
。

(6) 

防
湿
剤
も
忘
れ
ず
に

衣
類
の
保
存
に
湿
気
は
禁
物
で
す
。

防
虫
剤
と
と
も
に
、
防
湿
(
シ
リ
カ

ゲ
ル
)
を
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

(
図
書
館
の
資
料
よ
り
)

十
月
二
日
(
月
)
間
六
時

洗
足
学
園
大
の
演
奏
会

於

市
民
会
館
ホ

l
ル

一
九
七
七
年
、
ア
バ
デ
ィ
l
ン、

ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
I
F
Y
O
国

際
青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
大
会
に

出
場
し
、
見
事
な
演
奏
に
好
評
を

な
し
た
洗
足
学
園
大
学
管
弦
楽
団

の
一
行
約
百
名
に
よ
る
演
奏
会
は

来
る
十
月
二
日
(
月
曜
日
)
午
後

六
時
か
ら
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
す
。

同
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
エ

リ
ザ
ベ
ス
女
王
在
位
二
十
五
年
の

年
に
女
王
自
ら
I
F
Y
O
大
会
に

出
席
さ
れ
た
会
場
で
あ
る
ア
バ
デ

ィ
1
ン
市
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
ジ
ュ
ビ
リ
1

・コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
参
加
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
を
代
表
し
て
、
後
半

の
演
奏
を
受
け
も
っ
た
も
の
で
、

今
度
魚
津
市
に
洗
足
学
園
短
大
の

誘
致
を
記
念
し
て
特
別
に
地
方
演

奏
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
。
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|老人福祉週間 |みんなで築こう豊かな老後
4
司
老
人
趣
味
の
陶
芸
展
よ
り

総
理
府
が
実
施
し
た

「老
後
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
よ

り
ま
す
と
、
お
年
寄
り
の
半
数
近
く
は
、
何
の
趣
味
も
娯
楽
も
な

い
、
と
答
え
て
い
ま
す
。
「
老
年
の
最
大
の
報
酬
は
精
神
の
自
由

で
あ
る
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
長
い
老
後
を
再
び
訪
れ
た

第
二
の
青
春
時
代
と
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
は
特
に
お
年
寄
り
が
積
極
的
に
仕
事
や
趣
味
を
生
か

す
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。
世
代
間
の
交
流
、

寝
た
き
り
老
人
の
訪

問
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
を
生
か
し
た
奉
仕
活
動
や
地
域
社
会
へ
の

参
加
な
ど
、
よ
り
積
極
的
な
姿
勢
が
大
切
で
す
。

彰表会大祉福人老九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す
。

ご
家
庭
の
老
人
を
い
た
わ
り
ま
し
ょ
う
。

hn

心
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

お
年
寄
り
に
便
り
を

年
老
い
た
ご
両
親
へ
、
あ
る
い
は
お

孫
さ
ん
か
ら
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ

ん
へ
、
お
知
り
合
い
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
な
ど
に
も
、
心
の
こ
も
っ

た
敬
老
の
便
り
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

一
通
の
便
り
に
こ
め
ら
れ
た
や
さ
し

い
心
は
、
お
年
寄
り
へ
の
す
ば
ら
し
い

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
な
る
で
し
ょ
う
。

老
人
福
祉
月
間
行
事
日
程

九~四九
日 日月

八
十
八
歳
、
九
十
歳
の
高
齢
者

宅
市
長
訪
問

(八
十
八
歳
三
十

名
、
九
十
歳
十
九
名
)

養
護
老
人
ホ

l
ム
入
所
者
一
泊

招
待
会

(金
太
郎
温
泉
)

ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当
支
給

口
Mひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
温
泉
招
待

ム
E

一

五
十
四
年
歌
会
始
め
の
お
題
は
、
一

「丘
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

…

一
歌
に
は
「
岡
」
の
文
字
を
用
い
て

一
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

一

一
V
詠
進
の
期
間

本
年
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一

一
日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、

一

一
消
印
が
十
月
十
一
日
ま
で
の
も
の

一

一
を
有
効
と
し
ま
す
。

.

一
V
郵
便
の
あ
て
先

一
干
則
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田

一

一
番
一
号
宮
内
庁
と
し
、
封
筒
に

一

「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ

…

一
さ
い
。 五

十
四
年
歌
会
始

の
お
題
は
「
丘
」

ヤクルト魚津親交会 10，600円

佐藤宗幸上口二丁目 20，000 

北銀魚津支庖 2，000 

宮島清峯新金屋1丁目 50，000 

金盛 静中央通り二丁目 50，000

尾川重雄新宿 20，000 

高橋要吉三ケ 300，000 

匿名 12，728 

中木 乾並木町 5，000 

友田道治新角川一丁目 3，000 

紙尾重松火の宮町 30，000 

木下与助新角川一丁目 20，000 

石川三次郎友道 50，000 

出島正雄北鬼江 20，000 

谷沢 章新角川一丁目 30，000 

松本宗久住吉町 100，000 

金山正治文化町二区 50，000 

谷川寛徳真成寺町 3，000 

福村優子江口 2，000 

普明会教団高岡支部射水郡小杉町白石

代表新倉良雄 50，000 

木下秀雄岡仏国 20，000 

沢井喜一本町二丁目 30，000 

田中かおり 東町 1，560 

木下 昇友道 20，000 

小山政義村木町 15，000 

古里少女舞踊団 富山市呉羽 3，872 

贋漬信子北鬼江 50，000 

長谷河長作大光寺 23，500 

尾崎哲夫本江元町 10，000 

高島専太郎三ケ 10，000 

友田道治新角川二丁目 3，000 

魚津商工会議所婦人部 50，000 

谷口勝美 -友道 9，780 

神育会代表元安好春

中央通り一丁目 20，330 

砂愛の募金箱(取扱期間52年10月15日-53年 7月14日)

中学校 2校 4，111 

高等学校 4校 8，884 

寺院 13 78，074 

金融機関 6庖 22，434 

管公庁 6 41，957 

会社その他 4 29，280 

※小学校の分は来月号に掲載します。

(7) 

十
二

日

十
三

日
一平
日

下
旬
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V
住
民
検
診
日
程

/ 19 04h 2/ 92 企 2/ 91 4h / 95 4h 11 11 / 16 0 11 1/ 5 0 11 2/ 9 9 2/ 9 2 2/ 9 1 11 / 19 3 H 11 / 9 6 / 9 5 月日

11 11 H 時時71午15 ま時3時半1午後1 l時半l時半1午前10 時10時半1午前9 時3時半1午後1 時11時半1午前9 時3時半i午後l 時時111午前10 時3時半1午後1 時3時半1午後1 時3時半1午後1 時半11時半1午前9 時3時半1午後1 時半時lll午前11 時半l鴫半1午前9 時11時半1午前9 時間

イ呆

館市会民

市

年ムホl背労勤少 館公民南町 鎗公民担寺弥臣、宅松治川図 支所中島a協豊 諏訪神社 背果沢図旧
ノ、3」品ニ
館公民魚i掌 会館労者勤

f呆 照 ?首

公民館野方上 公民館片貝

市

検場量会全健 役:
子宅ナ上楽

健 顕 徳 19: 
戸斤 所 戸斤 号毎 寺 戸斤

夜検診間
南町
寺弥i原
出
上中仏 (受雲未町諏防

官住-町上l 12 
上湯 僑場幡八

東栄町新金屋

主主聖酎32Z主事ま町主i2 3 a 

馬出区町荒

f区f室
主盟
置検未者片貝

道下
11 11 11 

l 

代靴屋λ角)11 

対
2 

下置E 
舛回 新宿

力積1区也日
象

港町
ケ

子母寮区3 
!t包

岩高 2 区

@ @ @ @ @ @ @ 

⑧
l
結
核
検
診
に
併
せ
て
成
人
病
検
診

を
実
施
し
ま
す
。

企

l
夜
間
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
日
中

仕
事
の
都
合
で
検
診
を
受
け
ら
れ
な

い
方
は
、
夜
間
検
診
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。

V
百
楽
荘
に
お
け
る
健
康
相
談

マ
九
月
十
三
日
制
午
前
十
時
三
十
分
1

十
一
時
三
十
分

マ
内
容

l
映
画

・
保
健
婦
に
よ
る
話
、

個
別
相
談

マ
九
月
一
工
1

七
日
附
午
前
十
時
三
十
分

i
十
一
時
三
十
分

マ
内
容

l
医
師
に
よ
る
個
別
相
談

・
健

康
体
操

V
健
康
相
談
開
設

マ
九
月
十
一
日
間
西
布
施
公
民
館

・
成
人
病
食
調
理
実
習
、
家
庭
看
護

午
前
十
時
i
午
後
三
時

マ
九
月
十
=
百
附
市
役
所
保
健
室

マ
九
月
十
八
日
間
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
(
松
倉
)

マ
九
月
二
十
七
日
制
市
役
所
保
健
室

.
い
づ
れ
も
午
後
一
時
1
三
時
ま
で

・
健
康
体
操
、
血
圧
測
定
、
そ
の
他
、

乳
児
相
談
か
ら
成
人
病
相
談
ま
で
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。

V
母
親
学
級
(
B
コ
l
ス
)

マ
九
月
二
十
二
日
幽

マ
時
間

1
午
前
九
時
三
十
分
i
午
後
三

時
三
十
分
(
時
間
励
行
)

マ
場
所

1
魚
津
保
健
所
講
堂

マ
対
象

l
妊
娠
し
て
い
る
人
、
又
は
家

族
マ
今
月
の
内
容

・
映
画

1
お
産
後
の
健
康
管
理

.
歯
の
衛
生

-
実
習

l
妊
娠

・
産
祷
の
食
事

・
講
話

1
分
娩
の
生
理
(
医
師
)

・
実
習

1
赤
ち
ゃ
ん
の
扱
い
方
、
衣
類
、
川

お
ふ
ろ
の
入
れ
方
、
脱
き
ゅ
う
予
防
川

な
ど

マ
畳
食
、
母
子
手
帖
を
持
参
く
だ
さ
い
。
い

マ
産
休
に
入
っ
て
い
る
人
も
参
加
し
て
~
広
く
国
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い

く

だ

さ

い

。

川

る

郵

便

局

の

簡

易

保

険

は

皆

様

の

深

い

V
乳

児

検

診

山
御
理
解
と
温
か
い
御
支
援
に
よ
り
、
本

叶
叶
討
削
川
寸
|
叶

引
|
」
引
則
ご

年
七
月
四
日
資
金
総
額
が
十
兆
円
を
突

引
け
割
引
っ
1
1
1
1」
ー

だ

破
い
た
し
ま
し
た
。

1
1
--
M
一
時
ぬ
分
一

8
か

月

児

一

保

健

所

一

|
|
崎
市
川
崎
「

i
l
l
-ト
」
川
一
〕

川
こ
の
ぼ
う
大
な
資
金
は
、
将
来
、
保

9
月

M
M
一
時
汁
一
(
村
部
前
3
)
一
H

一
…
険
金
、
配
当
金
と
し
て
お
支
払
い
す
る

引
札
布
引

τ山
ぺ
時
叩
ド
丁
ょ

ん
大
切
な
財
産
で
す
か
ら
、
確
実
・有
利
、

j
2盟
問
1

2

一
(
村
問
認
定
3
)
一
H

一
一
し
か
も
公
共
の
利
益
と
な
る
よ
う
、
郵

配
川
U
州
刷
川
「
J
一
ペ
川
川
ぺ
斗
J

|
一
山
政
省
が
独
自
の
立
場
で
運
用
し
て
ま
い

l
凶
同
協
に
け
い
h」
一
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
あ
た
か
も
二
十

マ
三
か
月
検
診
時
に
こ
関
節
脱
き
ゅ
う
九
五
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

検
診
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。
川
こ
の
資
金
の
大
部
分
は
国
の
財
政
投

V
一
歳
六
か
月
検
診

い
融
資
計
画
に
協
力
し
て
運
用
し
て
お
り

~
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
県
、
市
町
村
な

川
ど
に
融
資
し
て
学
校
、
公
営
住
宅
、
道

山
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
建
設
や
生
活
環

川
境
の
整
備
な
ど
明
る
い
町
、
住
み
よ
い

川
町
づ
く
り
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
お
り

川

ま

す

。

魚

津

郵

便

局

マ
会
場

l
保
健
所

マ
お
子
さ
ん
愛
用
の
お
も
ち
ゃ
を
、
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

V
三
歳
児
検
診

附 1月日4 0 
や対2月日9 0 附月日9 6 

月

日

" 11 時2l午後時1 ; ，付時f3aHι 'l ・

に l lこ16 に 1

歳3日1 歳3日1 歳3日l 対
lこ15 に30 に15
な日 な日 な日 象

人るでま る人でま 人るでま

11 11 {健所呆 場~ 

町
づ
く
り
に
役
立

っ

て
い
る
簡
易
保
険

資
金
総
額
十
兆
円
突
破

運
用
再
開
二
十
五
周
年

電
線
に
注
意
グ

着
工
前
の
安
全
確
認
を

0
電
線
に
近
づ
い
て
作
業
す
る
と
き

は
電
線
に
防
護
管
を
取
付
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

O
着
工
前
に
最
寄
の
北
陸
電
力
営
業

所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

北
陸
電
力
側
魚
津
営
業
所

計
量
器
の
検
査

(8) 

富
山
県
計
量
検
定
所
で
は
、
五
十
三

年
度
の
計
量
器
定
期
検
査
を
次
の
と
お

り
行
な
い
ま
す
。
営
業
用
な
ど
に
「
は
か

り
」
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
近
く
の

検
査
場
で
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

13 12 11 9 6 6 5 4 3 日21月0 月日
日 日 日 日 日 日 日 日 日

11 11 午後時3-時午前10 正午ー午前1時0 午時後3-午後時1 正午~ 午前1時0 11 11 11 時午後3-午前時10 
時

問

市民会館 小学校村木 学校小町大 連絡所経回 場所所在量器計の
力績支所n!協E 

11 313 11 場所在所計量器の 査検t所liI 

部地区本江 道下
大町地区 経地困区 加積地区 本江地区下道 地木区検加経図 里区縛天民一事の節 地区上品方中島、松倉下 検重量

村木
木地村区

大町 地

σ3 
布西片

区
村
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。
マ
マ
歩
行
器
に
注
意
し
て
。

一
人
立
ち
出
き
て
か
ら
使
用
さ
れ
た
い

歩
行
器
/

，r' 
a
F

・
企
芯法挙

必段

使
い
方

・
必
ら
ず
室
内
で
。

-会，t
 

e

J
 

一
返
'

J

 

日

〈

'

a，
 

ひ?、‘，
 ・弘、勺''u v 

で
胃
岨
』
叫んた

‘「，，

・7
V
L
 
、、、。
，，e〆

-
危
険
物
や
段
差
に
注
意
。

・
使
う
前
に
留
具
や
、
ベ
ル
ト
を
た
し

か
め
て
。

-
コ
ー
ド
な
ど
、
ひ
っ
か
か
り
ゃ
す
い

も
の
は
、
片
付
け
て
0

・
目
を
離
さ
な
い
。

w二
人
で
っ
た
い
歩
き

し
た
い
よ
W
・

歩
行
器
は
便
利
な
だ
け
に
長
く
入
れ

ら
れ
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
は
、

窮
屈
な
も
の
で
す
。
発
育
に
大
切
な
ハ

イ
ハ
イ
、

一
人
立
ち
歩
行
を
の
び
の
び

と
、
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

九
月
ガ
ン
征
圧
月
間

。
検
診
‘
つ
け
て
安
心
を
市

ガ
ン
の
危
険
信
号
*
八
か
条
*

。
ガ
ン
は
無
症
状
の
う
ち
に
芽
ば
え
ま

す。胃
、子
宮
、乳
房
、
肺
な
ど
は
、
年
一
回

検
診
を
受
け
て
安
心
し
ま
し
ょ
う

。
つ
ぎ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、

直
ち
に
専
問
医
に
診
て
も
ら
い
ま
し

ょ、っ
。

一、胃:・
具
合
が
わ
る
く
、
食
欲
が
な
く

好
み
が
変
っ
た
り
し
な
い
か
。

ニ、子
宮
・・・
お
り
も
の
や
不
正
出
血
は
な

し
カ

=一、
乳
房
・
:
な
か
に
シ
コ
り
は
な
い
か
。

四
、
食
道
:
・
の
み
こ
む
と
き
に
、
っ
か
え

る
こ
と
が
な
い
か
。

五
、
大
腸
・
直
腸
:
・
便
に
血
や
粘
液
が
ま

じ
っ
た
り
し
な
い
か
。

六、
肺
:
・
咳
が
続
い
た
り
、
た
ん
に
血
が

ま
じ
っ
た
り
し
な
い
か
。

こ
う
頭
・:
声
が
か
ず
れ
た
り
し
な
い

・カ

七、皮
ふ
舌
:
・
治
り
に
く
い
か
い
よ
う
は

な
い
か
。

八
、
じ
ん
臓

・
ぼ
う
こ
う
前
立
腺
・

尿
の
出
が
わ
る
か
っ
た
り
、

血
が
ま
じ
っ
た
り
し
な
い
か
。

A
V
G
a
Q南
・4
u
E
A
V
Ahhパ
G
門

JUAM
A
V
O
w
-
a
muo
m-
-
o
A
A
V
o
u
q
o
muJ
合
-aBr
e

a品
。
泊
以
JA
U
E
A
v
i
n行
O
R
ι
・

む

引
E

n

'
・

で

よ

な

夏

開

。じ

多

ガ

食

る

t

d

刷

。

ん

の

さ

。

に

は

り

る

て

れ

O

E

C

第

け

す

。ま

'
る

近

で

ま

い

し

ら

は

ゆ

て
。か

は

あ

付

津

あ

て

に

い

ヌ

ゴ

巨

ホ

ぷ
A

可

い

可

動

こ

/

一

み
/

L

h
h
h

っ

'
子

で

の

魚

ガ

れ

で

用

チ

ネ

0

7
1
魚
/
一
~
訪
¥

芸

私

立

芝

町

私

立

砂

防

↑

4

中

正

匂

バ

ム防
Vν
協
「

1
1込
州
主
主
主

2
2
一一=口三
ω

も

か

や

M
満
州
単
誌
協
憎
陛
叫
匂
己
主
判
品開
M

M
チ

セ

ト

妻
、
崎市ー
ー

ミ

と

i

J
，

O
初

mm
に

ピ

と

リ

ガ

る

主

硬

に

'

魚

イ

キ

U

や

お

q

¥

一J
F

・・
4

験

訴

訟

dw
中

工

で

キ

雌

す

れ

は

う

く

ダ

ズ

パ)

寸

し

で

ぶ

れ

¥

『

問

問

戸

ベ

FQ

泥

や

悶

マ

は

化

ぱ

体

よ

し

口
-
ノ
白

』
F

F

-

1

t
a
d

a--

砂

魚

捕

力

に

ふ

呼

o

の
レ

ク
ス

功

の

小

い

の

期

ガ

と

い

ピ

一

①

②

.

で
浮

-

J

岸

O

鋭

酒

卵

卵

び

な

工

U

9

一

品
目
甲
山

沿

崎

弥

抱

一

四

沢

一

-m
付

劇

匂

b

o-
-h
j
o
i
u奇
心

b
1
1・
4
'vebuunuλ
7
1』

Fi
d
o
l
-
d
uy
Lo
v
a
-
-
v
?
と

。
ハ
イ
ハ
イ
が
し
た
い
よ
。

ー
回
初
八
刀
、
l
日

2
時
間
ザ
限
度
で
す
.

ゆ
一
同
一
回
一
浦
田
医
院

本

江

宮

@
1
5
0
5
3

本

江

宮

@
1
5
0
5
4

下
村
木

宮

@
1
3
2
1
0

浜
経
団

宮

@
1
5
0
5
2

双
葉
町

宮

@

1
0
1
1
7

江

口

宮

@
1
3
4
8
6

火
の
宮
町

宮

@
1
1
7
4
8

凶
日
一
回
一
浦
田
医
院

-
河
内
内
科

目
日
一
樹
一
医
院

げ
日
一
回
一
江
幡
医
院

お
日
一
出
一
鈴
木
医
院

110 I 24 
日月 日

(団 I(日)

医t尺11魚
院口 I~ 津
内I'l神
科 11::経

(7月末現在)

(9) 

口人

200.75 m' 

7.9 km 

12.733戸

23.754人

25.551人

49.305人

の市

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計
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A
V
市
職
員
採
用
試
験
の
お
知

ら
せ

魚
津
市
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
よ

う
に
行
い
ま
す
。

-
採
用
予
定
人
員

上

級

一

般

事

務

男

約

七

名

初

級

消

防

職

員

男

一

名

・
受
験
資
格

上
級
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
れ
た
者
で
、
魚
津
市
内

に
住
所
を
有
し
、
大
学
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
者
。

初
級
昭
和
三
十
四
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
れ
た
者
で
、
魚
津
市
内

に
住
所
を
有
し
、
高
等
学
校
九
十

業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
と
認

め
ら
れ
る
者
。

-
試
験
期
日
十
月
二
十
二
日
間

・
試
験
場
所
富
山
市
芝
園
町

富
山
中
部
高
等
学
校

・
願
書
受
付
期
間

九
月
十
一
日
間
か
ら
九
月
二
十
五

日
間
ま
で
。

-
願
書
提
出
先

市
役
所
総
務
課
職
員
係

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所

総
務
課
職
員
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

雲
市
内
線

2
5
9

-
歴
史
民
俗
資
料
館
に

由
緒
あ
る
天
神
像
等
展
示

資
料
館
創
立
五
周
年
を
記
念
し
、
天

神
山
に
ゆ
か
り
の
あ
る
学
問
の
神
と
し

て
一
般
か
ら
崇
敬
さ
れ
て
い
る
著
名
の

天
神
像
や
同
軸
を
九
月
か
ら
展
示
し
て

い
ま
す
。

av勤
労
青
少
年
短
期
教
養
講

座
の
お
し
ら
せ

勤
労
青
少
年
の
職
業
生
活
の
充
実
と

向
上
に
関
連
す
る
知
識
、
技
能
を
修
得

す
る
こ
と
を
促
進
し
、
あ
わ
せ
て
勤
労

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
次
の
と
お

り
短
期
教
養
講
座
を
行
な
い
ま
す
。
希

望
者
は
ホ
ー
ム
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
0

・
講

座

内

容

書

道

・
場
附
青
少
年
ホ
ー
ム

・
重
明
対
象
者
笠
刀
青
少
年

・
講
座
開
催
期
間
九
月
i
十
一
月

一
回
二
時
間
週
一
回
(
月
曜
日
)

午
後
七
時
l
九
時

・
月

謝

一

、

0
0
0円

-
勤
労
青
少
年

「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
の
案
内

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
に
よ
る
「
ス
ポ

ー
ツ
教
室
」
が
次
に
よ
り
聞
か
れ
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

付
日
時

第
一
回
九
月
二
十
一
日
附

第
二
回
九
月
二
十
八
日
附

口
会
場
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

同
種
目
卓
球

剛
参
加
者
勤
労
青
少
年

同
受
講
料
無
料

詳
し
い
こ
と
は
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
へ

n
1
4
3
3
0

-
市
民
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
民
会
館
の
階
上
に
あ
る
和
室

(
十

畳
縁
側
、
床
間
付
)
は
、
元
来
婚
礼
の

式
を
終
え
た
花
嫁
が
式
服
を
色
物
に
着

替
え
る
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
炎
熱
の
日

が
続
く
と
、
和
室
部
門
は
遊
休
し
勝
ち

に
な
っ
て
き
ま
す
。
先
頃
、
冷
房
装
置

も
完
備
し
ま
し
た
の
で
、
皆
様
に
は
、

和
室
向
き
の
各
種
会
合
等
に
は
、
多
い

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

お
っ
て
、
ご
使
用
の
向
き
は
、
五
日

前
ま
で
市
民
会
館
事
務
所
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
る
よ
う
願
い
ま
す
。

-
富
山
県
警
察
官

(
高
校
卒
・
婦
人
)
募
集

富
山
県
警
察
で
は
、
男
子
高
校
九
十
者

と
、
婦
人
警
察
官
の
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。
マ
受
験
資
格

o
高
校
卒
男
子
、
昭
和
五
十
四
年
四

月
一
日
現
在
で
十
八
歳
以
上
二
十
八
歳

未
満
の
人

0
婦
人
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日

現
在
で
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の

人マ
受
付
期
間
九
月
一
日

i
九
月
三
十

日凶マ
試
験
日
、
十
月
二
十
二
日
同
富
山

中
部
高
等
学
校

。
詳
し
い
こ
と
は
、
魚
津
響
察
署
又

は
、
最
寄
り
の
派
出
所
、
駐
在
所
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。
(g
MA
l
1
3
3
3
)

av五
十
年
を
迎
え
た
ラ
ジ
オ
体
操

ラ
ジ
オ
体
操
は
昭
和
三
年
十
一
月
郵

政
省
の
簡
易
保
険
局
が
;
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
。
を
モ

ッ
ト
ー

に
「
国
民
保
健
体
操
」
の
名
称
で
、
日

本
放
送
協
会
の
電
波
に
よ
り
放
送
が
開

始
さ
れ
、
今
年
で
五
十
周
年
に
な
り
ま

し
た
。い
ま
で
は
全
国
で
二
、
五

O
O万
人

の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

簡
易
保
険
局
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て

加
入
者
に
記
念
証
書
を
発
行
し
て
こ
の

普
及
と
盛
り
上
り
を
は
か
つ
て
お
り
ま

す。
詳
し
い
こ
と
は
近
く
の
郵
便
局
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

魚
津
郵
便
局

av電
信
創
業
一

O
O年

行
事
の
開
催

魚
津
に
富
山
県
で
最
初
の
電
信
分
局

が
設
置
さ
れ
て
か
ら
今
年
が
ち
ょ
う
ど

一
O
O年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
を

記
念
し
て
九
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
の

一
一
一
日
間
市
民
会
館
内
に
お
い
て
、
明
治

か
ら
現
在
ま
で
の
電
話
機
の
移
り
変
わ

り
ゃ
往
時
の
風
俗
資
料
等
の
ほ
か
、
最

新
の
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
、
デ
ー
タ

l
通
信

設
備
、
未
来
の
テ
レ
ビ
電
話
の
展
示
お

よ
び
実
演
を
行
い
ま
す
の
で
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

魚
津
電
報
電
話
局

-
五
十
三
年
度
民
営
賃
貸
向
特
定
分
譲

住
宅
の
追
加
受
付
等
に
つ
い
て

日
本
住
宅
公
団
中
部
支
社
で
は
次
の

と
お
り
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
公
団
資
金
を
利
用
し
た
ア
パ
ー
ト
建

設
の
説
明
会
及
び
受
付
相
談
所
」
の
開

催
、
富
山
県
民
会
館

l
九
月
二
十
五
日

間
十
時
三
十
分
i
午
後
四
時
ま
で

(
説
明
会
十
二
時
迄
、
受
付
相
談
午
後

一
時
i
四
時
)

(
申
込
受
付
期
間
)

十
月
二
日
間
1
十
一
月
十
五
日
附

。。

A
V
第
五
回
全
国
一
斉
登
記
無

料
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

こ
の
た
び
富
山
県
司
法
書
士
会
で
は
、

登
記
制
度
の
普
及
と
地
域
住
民
へ
の
奉

仕
の
一
環
と
し
て
次
の
と
お
り
登
記
手

続
及
び
司
法
書
士
業
務
全
般
に
つ
い
て

気
軽
に
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
広
く

一
般
住
民
の
ご
来
訪
を
歓
迎
し
ま
す
。

マ
主
催
富
山
県
司
法
書
士
会

マ
開
設
日
時
十
月
一
日
制

自
午
前
十
時
1
午
後
三
時

マ
開
設
場
所
市
役
所
第
三
会
議
室

マ
相
談
員
富
山
県
司
法
書
士
会
員

av黒
部
高
等
技
能
学
校
訓
練

生
募
集

科

名

募

集

人

員

訓

練

期

問

機

械

科

一

五

名

六

カ

月

電
気
機
器
科
二
五
名
一
カ
年

建

築

科

二

十

名

一

カ

年

木
材
工
芸
科
十
五
名
一
カ
年

マ
入
校
日
十
月
四
日
附

く
わ
し
い
お
問
い
合
せ
は

富
山
県
立
黒
部
高
等
技
能
学
校

8
0
7
6
5
1
臼
l
2
5
1
へ
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av電
気
配
線
無
料
診
断
の
お

知
ら
せ

九
月
中
に
次
の
地
区
の
無
料
診
断
を

行
な
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

経
団
西
町
経
団
東
町
経
田
中
町

落
合
団
地
浜
経
団
北

新
角
川
二
丁
目
新
宿

く
わ
し
い
こ
と
は
次
へ
ど
う
ぞ

財
団
法
人
北
陸
電
気
保
安
協
会
富
山
支

部
魚
津
事
務
所
(
新
金
屋
一
丁
目
北
陸

電
力
側
魚
津
営
業
所
内
)

電
話
勾
1
1
6
5
5

-
犬
の
登
録
と
予
防
注
射

生
後
九
十
日
以
上
の
犬
は
、
毎
年
一

回
市
町
村
役
場
に
申
請
し
て
、
犬
の
登

録
を
し
鑑
札
を
受
け
て
、
毎
年
二
回
春

と
秋
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
秋
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
か
ら
、

最
寄
り
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

く〉 く〉 惨 ・ :.一一一一~喝 時
十十九十十十九十狂一一~ 叱 -マママにな
一時時月一時時月 犬 d 単 ...-:. 注 注登行お
時 I I三時 ・I I二病 a・・邑 a圃島 射 録つ
三十九日 i十九日予 温・・・E 可1ft" 済射手て未
十一時(刈十時時開)防 岨・・・r:& ..... 票 数い登
江分時三 二三三 注 交料料ま録
口 i 十 時十十 射 ・・・・F ‘E 付 す犬
、十分 分分 司・・・・.....ド手六三。の
江二 西 J司・圃・・L-̂ 数百百受
幡時加石 片天布 .，_明・.....料五円 け
三積垣貝神施 ・vs・-ー邑十 付
治公公公公公 ~;.j' iiÍi" ..... ・百円 け
宅民民民民民 ."【町ゴ 五 も

館館館館館 . f*I' - 十 同
円

〈
〉
十
月
四
日
制

九
時
i
十

時

上

中

島

公

民

館

十
時
三
十
分
i
十
一
時

松
倉
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

十
一
時
三
十
分
i
十
二
時
三
十
分

北
山
鉱
泉

〈
〉
十
月
五
日
嗣

九
時
1
十

時

日

カ

十
時
三
十
分
i
十
二
時経
団
福
祉
会
館

青
島
社
宅

〈
〉
十
月
六
日
幽

九
時
i
十
一
時
三
十
分
村
木
小
学
校

十
三
時
i
十

五

時

大

町

小

学

校

〈
〉
十
月
七
日
出

九
時
l
十
時
農
協
上
野
方
支
所

十
時
三
十
分
1
十
一
時
三
十
分

住
吉
小
学
校

魚
津
保
健
所

十
三
時
i
十
五
時

〈
〉
十
月
八
日
同

九
時
1
十
二
時

市

千支

所

次
の
行
旅
死
亡
人
の
通
知
が
あ
り
ま

し
た
の
で
心
当
り
の
か
た
は
、
市
役
所

市
民
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

性
別
年
令
特
徴
発
見
場
所
の
順

マ
男

二
十
i
三
十
歳
位

一
七

0
セ
ン
チ
中
肉

長
野
県
上
伊
那
郡
南
箕
輪
村

村
有
林
地
内

マ
女
十
四
、
五
j
二
十
歳
位

一
五
二
セ
ン
チ
中
肉

長
野
県
諏
訪
市
霧
ケ
峯
留
塚
東
侠

国
有
林
地
内

マ
男

二
十
歳
前
後

一
五
八
セ
ン
チ
中
肉

長
野
県
南
安
曇
郡
安
雲
村
島
島
谷
川

南
沢
地
内

マ

男

三

十
i
四
十
歳
位

一
五
一
セ
ン
チ
死
後
十
年
位

長
野
県
松
本
市
島
内
浅
草
山
地
内

マ

男

二

十
1
二
十
六
歳
位

一
七
四
セ
ン
チ
ヤ
セ
形

長
野
県
上
水
郡
信
濃
町
柏
原
地
内

マ
女

五

十

i
六
十
歳
位

一
五
五
セ
ン
チ
奥
眼
で
頬
骨
が

は
っ
て
い
る

福
井
県
小
浜
市
堀
屋
敷
海
岸
地
内

国民健康保険税

-
行
旅
死
亡
人
案
内

第2期分

納期限9月30日

谷川寛徳 真成寺町 15，000円

成川一郎住吉3596の 1 50，000 

新潟市関屋一地区 民生委員協議会

3，000 

並木町 7の 6 5，000 

黒 ・前沢560 5，000 

末広町 2-24 100，000 

小川寺 50，000 

片貝 10，000 

(新川ヴィーラ)

500，000 

魚津市農協総務部長 釈迦堂

中日新聞 7 ・8月各20部

沢泉陶器庖 中央通り タオル 30枚

宇奈月町老人クラブ連合会 宇奈月町

古タオル21枚雑布 185枚

宗教法人私立魚津大谷幼稚園々長

塚本慶久中央通り 1丁目

缶ジュース 30本

愛場豊治本江 おじぎ草 15鉢

高円 孝 真成寺町 すいか 4個

沢田栄作大光寺450あずき1.5kg

五十嵐均文化町 43，200円

経団婦人会経団 5，000 

松井徳兵衛本江 10，000 

佐佐賀枚義在本町 2丁目 5，000 

金山正治文化町 2区 50，000 

学校給食センター調理員一同

3，000 

滑川市連合婦人会 滑川市 20，000 

上野方婦人会大海寺野 2，000 

長野大学 長 ・上田市大字下之郷

5，000 

松倉婦人会金山谷 3，000 

細田忠夫東 ・太田区池上10，000

槍川義弘 真成寺町 10，000 

社会福祉法人セーナー苑

上 ・大沢野坂本

上野方高令者学級

栗岡孫一 本江

酒井八重布施瓜783

近藤勝治朝日町桜町

河岸ゃい本町 2丁目

寺崎幸夫観音堂

附富山銀行魚津支庖

3，000 

大海寺野 4，000

10，000 

2，000 

5，000 

5，000 

5，000 

中央通り

10，00。
吉本力治上口2丁目 16の2そうめん60袋

。1)

中木しが子

中平松雄

木下与助

大谷 清瑞

片員婦人会

理 事 会



第三種郵便物認可・・..........

その(18)

千
年
前
の
平
安
時
代
(
藤
原
末
期
)
の

都
の
作
と
云
わ
れ
、
漆
黒
色
で
、
丸
み

を
帯
び
た
な
だ
ら
か
な
ノ
ミ
跡
、丸
顔
、

流
れ
る
よ
う
な
衣
も
ん
の
曲
線
は
、
よ

く
そ
の
時
代
の
特
長
を
示
し
て
い
る
。

光
開
寺
の
本
尊
仏
と
し
て
内
陣
に
鎮
座

せ
ら
れ
、
門
徒
の
信
仰
を
あ
つ
め
て
い

る
。
檎
材
の

一
木
造
り
で
あ
る
。

鹿熊行パス金山谷下車

光
開
寺

昭和45年12月19日
金山谷

阿
弥
陀
知
来

阿
弥
陀
如
来
は
身
の
丈
五
十
セ
ン
チ

余
の
立
像
で
、
慈
悲
円
満
、
な
ご
や
か

な
面
相
の
中
に
も
自
然
に
人
を
引
き
つ

け
る
敬
慶
な
面
相
で
あ
る
。
時
代
は
一

県指定

所在

見
る
か
ら
に
目
も
と
涼
し
き
阿
弥
陀
仏

大

久

保

置

箔

昭和5.3年 9月1日発行広報うおづ…あなたと市政をむすぷ

J
親
子
お
楽
し
み
会
」

毎
年
、
夏
休
み
の
一
夜
、
P
T
A
の

計
画
に
よ
る
親
子
一
緒
の
楽
し
み
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
は
、
こ
の
日
の
来
る
の
を

指
折
り
数
え
て
待
っ
て
い
ま
す
。

親
子
で
協
力
し
て
作
っ
て
き
た
七
夕
飾

り
を
持
っ
て
集
ま
り
、
大
き
な
笹
竹
に

飾
り
つ
け
を
し
ま
す
。

マ
編
集
後
記

A

暑
か
っ
た
夏
も
九
月
に
入
り
、
よ
う

や
く
峠
を
越
し
た
よ
う
で
す
。

今
月
は
、
老
人
福
祉
月
間
、
十
五
日

は
「
敬
老
の
日
」
。

岩
波
書
屈
の
「
広
辞
苑
」
を
開
い
て

「
孝
行
」
の
と
こ
ろ
を
ひ
く
と
「
親
に

よ
く
伝
え
る
こ
と
」
と
あ
り
、
「郎、つ」

の
と
こ
ろ
を
ひ
く
と
「
目
上
の
人
の
身

近
に
い
て
そ
の
用
を
た
す
」
と
あ
る
。

ま
た
、
三
省
堂
の
「
新
明
解
国
語
辞

(12) 

経
由
幼
稚
園
教
諭

3工

)1贋

子

幡

企写真は江幡順子さん

そ
の
後
、
フ
ァ
イ
ヤ
l
を
囲
ん
で
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
手
遊
び
な
ど
で
楽

し
み
、
中
に
は
、

「
お
母
さ
ん
、
教
え
て
あ
げ
る
U

と
、
張
り
切
っ
て
い
る
微
笑
ま
し
い
姿

も
見
ら
れ
ま
す
。

フ
ァ
イ
ヤ
l
の
火
が
燃
え
盛
っ
て
い

る
中
に
、
子
ど
も
達
ひ
と
り
び
と
り
の

願
い
を
込
め
た
笹
飾
り
を
入
れ
、
星
に

届
く
よ
う
舞
い
上
が
ら
せ
ま
す
。

燃
え
盛
っ
て
い
た
火
も
小
さ
く
な
る

頃
花
火
を
打
ち
上
げ
、
楽
し
み
会
も
最

高
潮
に
達
し
ま
す
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
こ
の
行
事
も

家
族
ぐ
る
み
の
楽
し
い
会
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

典
」
に
「
孝
行
」
は
「
自
分
を
育
て
て

く
れ
た
親
の
言
い
つ
け
を
よ
く
守
り
、

ま
た
老
後
に
は
、
そ
の
め
ん
ど
う
を
見

る
こ
と
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
だ
ん
だ

ん
に
、
今
日
の
社
会
で
は
、
親
の
「
身

近
に
い
て
そ
の
用
を
た
し
た
り
、
ま
た

「
老
後
に
は
、
そ
の
め
ん
ど
う
を
見
る

こ
と
」
が
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
十
番
一
号

魚
津
市
企
画
広
報
室
広
報
広
聴
係

宮
内
線
2
3
8
番

印刷/魚津印刷株式会社


